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路面温度低減効果を有する遮熱性舗装は、路面に遮熱材と呼ばれる塗布剤が散布されている。この遮熱

材は、色味や使用される塗料及び骨材の影響によって眩しく感じる場合がある。この眩しさについては、

明度やキメ深さ、鏡面光沢度で定量化が試みられているが、その定量的な数値と被験者による眩しさの感

じ方の関係性については明らかになっていない。そのため、本論文では遮熱材の塗布量や汚れ度合いを変

えた供試体を用いて、明度、キメ深さ、鏡面光沢度の物性試験結果と被験者を用いた実験から眩しさに関

するアンケートを行い、その関係性について調査、分析し、眩しさに関するしきい値について定量的に確

認したものである。 
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1. はじめに 

遮熱性舗装は、路面上に日射エネルギーの約半分

を占め物体に最も吸収されやすく路面を加熱する近

赤外線を高反射する遮熱材と言われる塗料が塗布さ

れた舗装である。この遮熱材によって舗装に蓄熱す

る熱量を減らし路面温度を低減させる効果をもたら

す。しかし、遮熱性舗装に関して密粒度舗装と比較

して眩しいとの意見もある。この理由は、施工時に

使用される遮熱材の光沢、骨材の反射によるものと

推測される。そこで、この眩しさについて、物性試

験と、被験者試験の両方から眩しさに関するしきい

値について確認した。 

 

2. 実験概要 

被験者実験は室内で行い、被験者は、日本人の健

常者41人、欧米人7人、弱視者15人とした。実験に用

いる供試体は、表 1に示すとおり、遮熱材の塗布量

及び汚れ度合いを変更した10枚と比較舗装である排

水性舗装の1枚とした。供試体の汚れ度合いは、供試

体に砂をかけて加工した。ここで、遮熱材塗布量1.0

倍とは、通常の遮熱性舗装の1層あたりの塗布量

0.4kg/㎡を1.0倍とした。照明灯は太陽光を模擬した

ランプを用いた。実験手順は、実験を行う室内のテ

ーブルの上に、用意した照明灯及び供試体を設置し、

照明灯の照射角度は30°と70°の2パターンで照射し、

30°のパターンでは被験者が椅子に着席した状態で、

70°のパターンでは被験者が起立した状態で目視し、

照明灯が直接見えないよう遮光性のカーテンを設置

した。目視後、被験者に対して照射角度毎及び供試

体毎にアンケートを実施した。アンケート内容は、

「日時、被験者情報の諸元」、「眩しさについて」、

「眩しい理由」である。また、物性試験は、明度*1、

キメ深さ*1、鏡面光沢度*2について行った。 

表 1 使用した供試体の作成条件 

 

表 2 被験者実験での照射パターン 

 

表 3 被験者実験にて使用したランプの諸元 

 

 

図 1 使用した遮熱性舗装の供試体写真 

1層目 2層目 合計
① 0.5倍 - 1 0.20 0.20 0.40
② 0.8倍 - 1 0.32 0.32 0.64
③ 1.0倍 - 1 0.40 0.40 0.80
④ 1.0倍 砂少(20g) 1 0.40 0.40 0.80
⑤ 1.0倍 砂多(40g) 1 0.40 0.40 0.80
⑥ 1.2倍 - 1 0.48 0.48 0.96
⑦ 1.4倍 - 1 0.56 0.56 1.12
⑧ 1.6倍 - 1 0.64 0.64 1.28
⑨ 1.8倍 - 1 0.72 0.72 1.44
⑩ 2.0倍 - 1 0.80 0.80 1.60

比較舗装 排水性舗装 - 1 - - -

塗布量（kg/㎡）
供試体No. 塗布倍率 汚れ加工 枚数

照射パターン パターン1 パターン2

照射角度 30° 70°

照度 約40,000Lx 約100,000Lx

想定時間帯 真夏の午前7時を想定 真夏の午前11時を想定

使用した照明灯の諸元 ワット数 写真

M400LSH/U
(メタルハライドランプ)

400W

塗布量1.0倍 塗布量2.0倍
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図 2 照射パターン1での実験イメージ 

 

3. 実験結果 

（1）物性試験結果 

図 3に示すとおり、明度は⑧1.6倍から⑨1.8倍で

増加する傾向がみられた。図 4に示すとおり、キメ

深さは③1.0倍から⑥1.2倍にて低下する傾向がみら

れた。図 5に示すとおり、鏡面光沢度は60°(被験

者実験の照射角度30°と同じ)の場合において、平

均値に着目すると③1.0倍から⑥1.2倍にて反射率が

増加する傾向がみられた。 

 

 

図 3 明度の測定結果 

 

図 4 キメ深さの測定結果 

 

図 5 光沢度の測定結果 

（2）被験者実験結果 

図 6に示すとおり、照射角度30°の照射角度にて、

③1.0倍から⑥1.2倍にかけてすごく眩しいの割合が

増加する傾向がみられた。その理由の割合は、全体

的に明るさ、輝き、白みさが多い傾向があった。こ

れは照射角度70°でも同様であった。 

 

図 6 照射角度30°でのアンケート結果 

 

図 7 眩しさの理由に関するアンケート結果 

 

4. まとめ 

本調査より判明したことを以下に示す。 

① 物性試験結果から、眩しさに関するしきい値は、

明度は1.8倍、キメ深さ、鏡面光沢度では1.2倍と

なった。 

② 被験者実験結果から、眩しさに関するしきい値は

1.2倍と考えられる。 

③ ①、②より、物性試験、被験者実験から得られた

眩しさに関する塗布量は1.2倍であると考えられる。

そのため、現場での施工では、1.0倍の塗布量

（0.4kg/㎡）で施工することでまぶしさについて

概ね問題はないものと推測される。 
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